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平成 29年 12月期第２四半期（累計）連結・個別業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 29 年２月 10 日に公表した平成 29 年 12 月期第２四半期（累計）連結・個別業績予想を修正

いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

  

１．平成 29年 12 月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正(平成 29年１月１日～平成 29年６月 30日) 

 （百万円） 

   

売 上 高      営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 22,500 700 700 400 25円 49銭 

今回修正予想（Ｂ） 23,270 1,080 1,100 570 36円 33銭 

増   減   額（Ｂ－Ａ） 770 380 400  170 － 

増   減   率（％） 3.4％ 54.3％ 57.1％ 42.5％ － 

（ご参考） 

前期第２四半期実績 

（平成 28年 12 月期第２四半期） 20,966  882  831 402 25円 64銭 

 

２．平成 29年 12 月期第２四半期(累計)個別業績予想数値の修正(平成 29年１月１日～平成 29年６月 30日) 

（百万円） 

   

売 上 高      経常利益 
当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 11,500 400 300 19円 12銭 

今回修正予想（Ｂ） 10,910 590 430 27円 40銭 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △590 190 130 － 

増   減   率（％） △5.1％ 47.5％ 43.3％ － 

（ご参考） 

前期第２四半期実績 

（平成 28年 12 月期第２四半期） 11,246 845 616 39円 31銭 

 

３．修正の理由 

連結業績予想につきましては、売上高は、化学品事業及び化粧品事業ともに堅調に推移したこと、及び、

為替レートにおいて想定より円安に推移したことなどもあり当初予想に対し増加となる見込みであります。

また、営業利益、経常利益は、生産効率の向上やコスト削減の取組み等が奏功しいずれも当初予想を上回る



見込みで、親会社株主に帰属する四半期純利益は、経常利益の増加に伴い当初予想を上回る見込みでありま

す。 

個別業績予想につきましては、売上高は国内美容サロン業界全体の伸び悩みに伴い、国内化粧品事業の販

売がその影響を受けたことなどにより当初予想を下回る見込みであります。しかしながら、経常利益は、全

社的なコスト削減活動等が奏功し当初予想を上回る見込みで、当期純利益は、経常利益の増加に伴い当初予

想を上回る見込みであります。 

なお、平成 29 年 12 月期通期連結・個別業績予想につきましては現在精査中であり、平成 29 年７月 28 日

に発表を予定している平成 29年 12月期第２四半期決算短信において公表させていただきます。 

 

以 上 


